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NATIONAL STRATEGY

９
８
０
年
代
初
頭
、
当
時

の
駐
日
米
国
大
使
マ
イ
ケ

ル
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、「
日
米
関
係
と
い
う

の
は
、
世
界
で
他
に
類
を
見
な
い
、
最
も
重

要
な
二
国
間
関
係
だ
」
と
語
っ
た
。
世
界
情

勢
は
過
去
半
世
紀
で
劇
的
に
変
化
し
た
が
、

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
大
使
の
こ
の
言
葉
は
い

ま
も
変
わ
ら
ぬ
事
実
で
あ
り
、
特
に
宇
宙
領

域
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す
そ
の
度
合
い
が
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
安
全
保
障
と
経
済

に
関
す
る
日
米
の
利
益
は
、
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
に
あ
る
。
そ
の
な
か
で
宇
宙
分
野

に
お
け
る
日
米
協
力
は
、
両
国
の
安
全
保
障

と
経
済
成
長
を
強
化
・
促
進
す
る
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
と
米
国
は
、
宇
宙
分
野
で
長
き
に
わ

た
っ
て
協
力
し
て
き
た
。
80
年
代
に
は
、
当

時
の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
中
曽

１

根
康
弘
首
相
が
、
ソ
連
の
脅
威
と
い
う
共
通

の
問
題
を
背
景
に
緊
密
な
関
係
を
築
い
た
。

そ
し
て
日
本
は
、
米
国
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
（
現
時
点
で
も
ア
ジ

ア
で
唯
一
の
）
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
の
活

用
拡
大
を
受
け
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
96

年
に
、
軍
民
両
用
（
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
）
と

し
て
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
関
す
る
最
初
の
政
策
を
打

ち
出
し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
日
本
に
と
っ
て
も
き

わ
め
て
重
要
な
も
の
と
な
り
、98
年
の
ビ
ル・

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
小
渕
恵
三
首
相
（
当

時
）
に
よ
る
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
両

国
首
脳
は
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
に
お
け
る
日
本

国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の

協
力
に
関
す
る
共
同
声
明
」
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
の
声
明
は
、
米
国
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
信
号
の

WEDGE

OPINION

日
本
は
、米
国
と
そ
の
協
力
国
で
月
の
探
査
と
開
発
を
目
指
す
「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」
へ
の
参
画
を
表
明
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
前
政
権
下
で
国
家
宇
宙
会
議
事
務
局
長
を
務
め
た
筆
者
が
語
る
、日
米
協
力
の
意
義
と
は
。

日
米
の
宇
宙
開
発
協
力
は

経
済
成
長
と
安
全
保
障
の
鍵

スコット・ペース
Scott Pace

ジョージワシントン大学エリオット
国際関係大学院教授
宇宙政策研究所 所長

1982年にマサチューセッツ工科大学に
て修士号（航空宇宙学、技術・政策学）を、
89年にランド研究所政策大学院にて博
士号（政策分析）を取得。その後、NASA
長官の副首席補佐官、プログラム分析・
評価担当局長等の要職を歴任。17年～20
年に大統領副補佐官および国家宇宙会議
事務局長を務め、21年より現職。
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Wedge Special Report

押し寄せる中国の脅威
危機は海からやってくる

「中国の攻撃は2027年よりも前に起こる可能性がある」─。
アキリーノ米太平洋艦隊司令官（当時）は今年3月、台湾有事への危機感をこう表現した。

狭い海を隔てて押し寄せる中国の脅威。情勢は緊迫する一方だ。
この状況に正面から向き合わなければ、日本は戦後、経験したことのないような

「危機」に直面することになるだろう。今、求められる必要な「備え」を徹底検証する。
文・奥山真司、蕭 美琴、マチケナイテ・ヴィダ、八塚正晃、グラント F・ニューシャム、秋本茂雄、兼原信克、武居智久、

中村 進、鶴岡路人、水谷竹秀、久末亮一、Wedge編集部（木寅雄斗、濱崎陽平、野川隆輝）
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国際地政学研究所上席研究員。青山
学院大学国際政治経済学部非常勤講
師。カナダ・ブリティッシュ・コロ
ンビア大学卒業。英・レディング大
学大学院で修士、博士号（戦略学博
士）を取得。

PHO
TO

 BY GETTYIM
AGES

中
新
冷
戦
の
中
、
い
ま
や
紛
争

は
「
起
こ
る
か
ど
う
か
」
で
は

な
く
「
い
つ
起
こ
る
か
」
の
局

面
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
歴
史
を
戦
略
的
に

読
み
解
く
地
政
学
の
理
論
家
た
ち
は
す
で
に

見
通
し
て
い
た
。 

米
国
で
活
躍
し
た
オ
ラ

ン
ダ
出
身
の
地
政
学
の
理
論
家
に
ニ
コ
ラ

ス
・
ス
パ
イ
ク
マ
ン
と
い
う
人
物
が
い
る
。

彼
は
太
平
洋
戦
争
の
最
中
で
あ
る
１
９
４
２

年
に
出
版
し
た
著
書
『
世
界
政
治
の
中
の
米

国
の
戦
略
』（A

m
erica's Strategy in 

W
orld Politics

）
の
中
で
、
南
シ
ナ
海
で

の
米
中
衝
突
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
こ
で
カ
ギ
と
な
る
概
念
が
「
ア
ジ
ア
の

地
中
海
」
と
い
う
も
の
だ
（
14
頁
参
照
）。

具
体
的
に
は
「
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
端
の
ヨ
ー
ク
岬
半
島
に
位

置
す
る
ト
レ
ス
海
峡
を
結
ぶ
三
角
形
」
に
あ

文・奥山真司
Masashi Okuyama

国際地政学研究所
上席研究員

米
米ソが衝突した1962年のキューバ危機は、米国の「内海」カリブ海にソ連が手を出した構図として読み解ける

Introduction

地政学者スパイクマンは、太平洋戦争中から米中が南シナ海で衝突することを予見していた。
「大国は内海に進出する」─中国の海洋進出を、歴史的な法則から分析する。

「アジアの地中海」が
中国の海洋進出を読み解くカギ
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中国海軍創設70周年の国際観艦式に出席する習近平国家主席（2019年）。今、何を思うのか

年
１
月
、
中
国
で
海
警
法
が
成

立
（
２
月
に
施
行
）
し
た
こ
と

で
、各
国
は
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
で
最
も
引
用
さ
れ
た
の
が
同
法
第

22
条
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
中
国
海
警
局
は

「
国
家
の
主
権
、
主
権
的
権
利
、
お
よ
び
管

轄
権
が
海
上
に
お
い
て
外
国
の
組
織
お
よ
び

個
人
に
よ
っ
て
違
法
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
差
し
迫
っ
た
危
険
に
あ
る
」
と
き

に
「
武
器
の
使
用
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
」
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
中

国
の
周
辺
諸
国
や
西
側
の
政
府
関
係
者
は
、

同
法
を
地
域
に
お
け
る
武
力
衝
突
の
脅
威
と

し
て
受
け
止
め
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ロ

ク
シ
ン
外
相
は
「
海
警
法
に
従
わ
な
い
国
を

戦
争
で
脅
す
も
の
だ
」
と
さ
え
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
中
国
が
同
法
の
施
行
に
よ
っ
て

た
だ
ち
に
こ
の
地
域
で
軍
事
衝
突
を
始
め
た

が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
武
器
の
使
用
許
可
と
い
う
論
点

今

2006年ビリニュス大学（リトアニア）
国際関係・政治学学院卒業。慶應義
塾大学大学院政策・メディア研究科
博士課程単位取得退学。15年より現
職。共著に『中国対外行動の源泉』（加
茂具樹編、慶應義塾大学出版会）。

文・マチケナイテ・ヴィダ
Macikenaite Vida

国際大学大学院
国際関係学研究科講師

中国海警局に武器使用が認められたが、この施行法の背景にある「戦略」は変化していない。
運用上の懸念点や管轄水域の定義が曖昧な点など、具体的な課題を踏まえた対応が必要だ。

海警法施行は通過点に過ぎない
中国の真の狙いを見抜け

Part 2

XINHUA NEWS AGENCY/AFLO
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国
民
も
政
府
も
危
機
感
を
抱
き
、
噴
火
に
備

え
て
対
策
を
講
じ
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
は
今
、
国
の
周
辺
で
も
同
じ
く
ら
い

深
刻
な
脅
威
に
直
面
し
て
い
る
が
、
国
民
が

特
に
心
配
し
て
い
る
様
子
は
な
い
。
永
田
町

と
霞
が
関
が
わ
ず
か
な
が
ら
懸
念
し
て
い
る

だ
け
の
よ
う
だ
。

　
脅
威
の
震
源
地
は
「
北
京
」
で
あ
り
、
す

で
に
そ
の
初
期
微
動
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
中
国
共
産
党
は
、慎
み
深
さ
と
は
無
縁
だ
。

「
欲
し
い
も
の
を
欲
し
い
」
と
公
然
と
言
い

放
ち
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
行
動
す

る
。
そ
の
中
に
は
南
シ
ナ
海
、
南
西
諸
島
、

台
湾
が
含
ま
れ
て
い
る
。
支
配
力
を
確
立
す

る
た
め
の
中
国
の
行
動
は
拡
大・加
速
を
し
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
か
な
り
の
成
功
を
収
め

米カリフォルニア、キャンプ・ペンドルトンでの日米共同演習の様子（2019年）

U.S M
ARIN

E CO
RPS/ZUM

A PRESS/AFLO

し
も
富
士
山
が
鳴
動
し
、
地
震

を
起
こ
し
、
水
蒸
気
を
噴
き
上

げ
て
い
る
と
し
た
ら
、
日
本
の

も

1956年、米国バージニア州生まれ。
プリンシピア大学卒業後、カリフォル
ニア大学ロサンゼルス校法科大学院修
了。米太平洋海兵隊予備役作戦参謀お
よび情報参謀、駐日米国大使館海兵隊
武官を歴任。2013年10月より現職。

文・グラント F・ニューシャム
Grant F. Newsham

元米海兵隊大佐・日本戦略
研究フォーラム上席研究員

中国にとって尖閣諸島は南西諸島奪取の「前菜」に過ぎない─。
元米海兵隊大佐が日本人に警鐘を鳴らす、衝撃の論攷。

台湾統一 中国は本気
 だから日本よ、目を覚ませ！

Part 3
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急速に台頭してきた中国が日本の海にかつてないほどの緊張感をもたらしている。
迫りくる有事への「備え」について危機管理のプロたちに語ってもらった。

最も危険な台湾と尖閣
準備なき危機管理では戦えない

Part 4

編
集
部
（
以
下
、
│
）　

近
年
、
中
国
公

船
（
中
国
政
府
に
属
す
る
船
舶
）
の
尖
閣
諸

島
周
辺
海
域
で
の
動
き
が
活
発
だ
。
最
前
線

で
対
峙
す
る
海
上
保
安
庁
の
現
状
は
？

秋
本　

中
国
公
船
を
接
続
水
域（
編
集
部
注・

領
海
の
外
側
に
広
が
っ
た
24
海
里
ま
で
の
水

域
）
内
で
確
認
し
た
日
数
と
延
べ
隻
数
は
、

２
０
１
８
年
に
１
５
９
日
・
６
１
５
隻
、
19

年
に
２
８
２
日
・
１
０
９
７
隻
、
20
年
に
３

３
３
日
・
１
１
６
１
隻
と
、
こ
の
３
年
間
で

激
増
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
同
海
域
内
で
確
認
さ
れ
た
中
国
公

船
の
う
ち
、
約
６
割
は
、
２
０
０
０
㌧
級
以

上
の
大
型
船
だ
。
ま
た
、
領
海
内
で
操
業
す

る
日
本
漁
船
を
中
国
公
船
が
執
拗
に
追
い
か

け
る
事
態
が
頻
発
し
て
お
り
、
操
業
を
止
め

る
ま
で
近
く
で
〝
圧
迫
〞
を
続
け
る
状
態
も

見
ら
れ
る
。
10
月
に
は
最
長
で
57
時
間
39
分

連
続
し
て
居
座
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

数
年
前
ま
で
は
、
３
隻
も
し
く
は
４
隻
の

船
が
一
団
で
や
っ
て
き
て
、
常
に
行
動
を
共

に
し
て
い
た
が
、
近
年
は
２
隻
ず
つ
に
分
か

れ
て
活
動
し
た
り
、
海
上
が
荒
天
と
な
っ
て

現
場
を
離
脱
す
る
と
き
に
は
３
０
０
０
㌧
級

以
上
の
大
型
船
１
隻
だ
け
を
残
し
て
そ
の
他

の
小
さ
な
船
は
現
場
を
離
れ
た
り
す
る
動
き

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
臨
機
応
変
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
指
揮
命
令

系
統
も
複
雑
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

│
対
応
に
あ
た
る
際
の
難
し
さ
と
は
。

秋
本　

ま
ず
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と
は
、
中

国
公
船
が
領
海
に
侵
入
す
る
行
為
自
体
が

「
国
際
法
違
反
」
だ
と
い
う
こ
と
。
日
本
は

も
っ
と
、
こ
の
こ
と
を
国
際
社
会
に
訴
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
海
保
は
、
国

際
法
に
則
り
、
決
し
て
熱
く
な
ら
ず
、「
冷

静
か
つ
毅
然
と
し
た
対
応
」を
と
っ
て
い
る
。

相
手
の
隻
数
以
上
の
巡
視
船
を
現
場
に
配
備

し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
対
応
が
基
本
だ
。
中

国
公
船
が
領
海
に
侵
入
し
た
際
に
は
、
無
線

や
電
光
掲
示
板
で
の
警
告
、
必
要
に
応
じ
て

進
路
規
制
を
行
う
。
日
本
漁
船
に
接
近
し
た

兼原信克
Nobukatsu Kanehara

元内閣官房副長官補
国家安全保障局次長

武居智久
Tomohisa Takei

元海上幕僚長

秋本茂雄
Shigeo Akimoto

元海上保安監

中村 進
Susumu Nakamura

元海上自衛隊幹部学校
主任研究開発官

現場は〝針の先端〟で
突き合っている状態
体力的・精神的負担は甚大

秋本茂雄　Shigeo Akimoto

元海上保安監

公益財団法人海上保安協会理事長。1957年
生まれ。海上保安大学校卒業後、海上保安
庁に入庁。尖閣諸島を管轄する第11管区
海上保安本部長や海上保安監などを歴任。
2017年に退官。

WATARU SATO

WATARU SATO
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POLITICS

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
︵
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︲
19
︑

以
下
︑
新
型
コ
ロ
ナ
︶
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
︵
世
界
的

流
行
︶
が
起
き
て
か
ら
１
年
が
経
っ
て
も
︑

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
安
全
性
︑
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
あ
り
方
︑
感
染
予
防
の
や
り
方
な
ど
に
つ

い
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
や
言
説
が
入
り
乱

れ
て
い
る
︒
そ
れ
は
東
京
電
力
・
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
10
年
経
っ
た
「
福

島
」
に
関
す
る
情
報
で
も
同
様
だ
︒
我
々
の

未
来
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
︒

公
衆
衛
生
︑
ウ
イ
ル
ス
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
︑
そ
し
て
福
島
の
現
地
で
活
動
し
て
き

た
社
会
学
者
に
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
︒

編
集
部
︵
以
下
︑
│
︶　

新
型
コ
ロ
ナ
が

流
行
し
て
か
ら
今
ま
で
、
専
門
用
語
へ
の
理

解
や
そ
の
論
争
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。

峰　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
当
初
か
ら
、
世
界
的
に
市
民
が

「
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
（Infodem

ic

）」
に

襲
わ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と「
エ

ピ
デ
ミ
ッ
ク
（Epidem

ic

：
感
染
症
の
流

行
）」
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
政
府
機
関
や
米
国
予
防
接
種
諮
問

委
員
会
（
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
な
ど
の
発
す
る
公
的

情
報
や
、
感
染
症
学
会
な
ど
の
出
す
準
公
的

情
報
、
専
門
家
の
発
す
る
情
報
、
感
染
症
を

理
解
し
て
い
な
い
市
民
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の

発
信
、
政
府
の
対
策
を
む
や
み
に
批
判
し
、

か
き
乱
そ
う
と
す
る
「
デ
マ
」
や
「
陰
謀
論
」

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
入
り
乱
れ
、

市
民
が
感
染
症
対
策
の
核
と
な
る
正
し
い
情

報
に
辿
り
着
け
な
く
な
っ
て
い
る
。

開
沼　

イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
は
、
情
報
化
の

中
で
「
専
門
家
の
知
識
（
専
門
知
）
の
民
主

化
」が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
加
速
し
た
。

新

WEDGE

OPINION

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
拡
散
す
る
「
デ
マ
」
や
「
陰
謀
論
」。我
々
は
そ
れ
ら
に
ど
う
対
峙
し
た
ら
い
い
の
か
。

開
沼 
博
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）、坂
元
晴
香
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
特
任
助
教
）、峰
宗
太
郎
氏
（
米
国
立
研
究
機
関
博
士
研
究
員
）
に
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

JU
B R

U
B

JO
B

/G
ET

T
YIM

A
G

ES

デ
マ
が
広
が
る「
コ
ロ
ナ
と
福
島
」

こ
の
ま
ま
で
は
国
が
滅
び
る
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「
個

人
情
報
保
護
法
違
反
な
の

か
、
通
信
の
秘
密
を
侵
害

し
た
の
か
、
デ
ー
タ
処
理

を
委
託
し
た
国
が
悪
か
っ

た
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
入
り
乱
れ
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
問
題
に
対
応
す
る
た

め
の
適
切
な
議
論
が
行
わ
れ
な
い
」。
国
内

の
月
間
ユ
ー
ザ
ー
数
が
８
６
０
０
万
人
を
超

え
る
対
話
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
お
け
る

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
問
題
に
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
中
央
大
学
国
際
情
報
学
部
・

小
向
太
郎
教
授
は
こ
う
語
る
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
４
月
、
電
気
通
信
事
業
法
に

基
づ
き
総
務
省
か
ら
、
そ
し
て
個
人
情
報
保

護
法
に
基
づ
き
個
人
情
報
保
護
委
員
会
か
ら

二
つ
の
行
政
指
導
を
受
け
た
。
双
方
か
ら
指

摘
さ
れ
た
の
は
、
国
外
拠
点
で
の
開
発
業
務

に
お
い
て
国
内
へ
の
デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
が
可

能
だ
っ
た
こ
と
の
安
全
管
理
措
置
と
、
利
用

者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
だ
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト
ー
ク
の
テ
キ
ス
ト
は
暗
号

化
さ
れ
、
同
社
の
サ
ー
バ
ー
管
理
者
で
も
閲

覧
で
き
な
い
。
し
か
し
、
同
社
が
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ツ
ー
ル
の
開
発
・
保
守
業
務
を
委
託
し

て
い
るShanghai LINE Digital Technology 

Limited

（
大
連
）
の
開
発
者
は
業
務
の
過
程

で
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
同
社
に
通
報
さ
れ
た
ト

ー
ク
内
容
を
閲
覧
し
う
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
32
回
、

WEDGE  REPORT

ＬINEだけの問題か？
データ利用を感情で議論するな
対話アプリ「LINE」の個人情報の取り扱いについて、政府を巻き込んだ騒動が巻き起こった。
対応を企業だけに押しつけているようでは、日本のデータ利用の将来が危うい。

文・編集部（櫻井 俊）

国外からのアクセスさえ遮断すれば、日本人の個人情報を守り切れるわけではない
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